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δφ/ ??=( IJ':=o Mj( ç ， η) 入 j) φ ， δφ/δη =(~~=oNj(ç ， η) 入 -j) φ




δ2U/ ðçð η+sin u=O , u=u(ç ， η) 
等がある。
代数幾何学的手法により，非線型方程式を扱う研究は， 1960年代後半以降の，ソリトン理論の進展
の過程にわいて現われてきた。 Krichever ， Novikov , Manin , Mumford等は，ソリトン理論の出発


















数を用いて表示される。又， Pohlmeyer , Lund , Regge により提起されたサイン・ゴルドン方程式の
一般イヒ
δ 2 u/ 3ç3 r; -3ωç .3v/δηsm 川/ψcos3 (u/2) +sin u=O ， 一(ç ， r;) 








連を一層深めつつある。その周期解を具体的に表現する問題は， Krichever , Novikov , Manin , 
Mumford等の研究によってKdV方程式を含むあるクラスの非線型方程式の解と代数曲線の理論の密
接な関係の解明へと発展した。一方，サイン・ゴルドン方程式




δφ 冊一一=( ~ Mj(ç ， η)λj)φ， 3? . j=O 
δφπ 
三て=( ~ Nj(ç ， η) ^  -j) φ 
υ'/ )=0 
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の一般化である Pohlmeyer ， Lund , Regge等によって提起された方程式に対応する超楕円曲線のリー
マン面の性質を用いて特徴づけている。
本論文は非線型方程式の研究に関する一般的方法の発展に大きく貢献するとともに，新しい問題の
提起を行いその解決を与えている。さらに，これらの結果は独創的方法によって導かれており高く評
価される。
以上，本論文における伊達君の研究は非線型微分方程式の理論の進歩に寄与するところきわめて大
きく，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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